
代
表
質
問

質
問

た
だ
き
た
い
。

答
弁 

汁
椀
の
試
作
品
を
作
成
し
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
既
存
設
備
で

使
用
が
可
能
か
試
験
中
で
あ
る
。
今

後
は
令
和
５
年
度
中
の
学
校
で
の
試

験
運
用
開
始
を
目
指
し
、
状
態
を
確

認
し
な
が
ら
、
段
階
的
に
本
運
用
を

行
い
、
将
来
的
に
は
、
そ
の
他
の
食

器
に
つ
い
て
も
漆
器
の
活
用
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
し

て
い
く
。

質
問 

入
湯
税
・
使
用
料
収
入
と
利

用
者
数
の
推
移
と
拡
充
策
を
伺
う
。

答
弁

 

緑
風
荘
の
過
去
３
年
の

利
用
者
数
は
、
令
和
元
年
度
は

５
万
１
５
４
３
人
、
令
和
２
年
度
は

３
万
３
９
３
７
人
、
令
和
３
年
度
は

３
万
８
２
３
８
人
と
推
移
し
て
い

る
。
令
和
３
年
度
の
使
用
料
収
入
は

８
１
５
万
８
３
４
０
円
、
入
湯
税
は

５
７
０
万
４
３
５
０
円
と
な
っ
て
い

る
。
令
和
６
年
度
に
は
、
老
朽
化
し

た
建
物
の
修
繕
や
設
備
の
更
新
、
現

在
３
か
所
あ
る
浴
槽
を
２
カ
所
に
す

る
な
ど
、
快
適
性
の
向
上
を
目
指
し

た
改
修
工
事
を
計
画
し
て
い
る
ほ

か
、
さ
ら
な
る
利
用
者
の
増
加
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問 

食
育
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
川

連
塗
り
」
漆
器
の
給
食
用
食
器
と
し

て
の
利
活
用
は
今
後
ど
の
よ
う
に
展

開
す
る
の
か
伺
う
。

　
子
供
が
少
な
い
中
、
本
市
の
未
来

を
つ
く
る
子
供
た
ち
は
、
地
域
の
宝

で
あ
る
。
木
製
の
持
つ
柔
ら
か
さ
、

漆
の
ぬ
く
も
り
に
触
れ
て
本
物
を
使

う
心
の
豊
か
さ
、
感
性
を
育
て
て
い

備
を
持
つ
事
業
者
が
、
国
の
定
め
る

価
格
で
買
い
取
る
必
要
が
あ
り
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
通
常
よ
り
も
安
く
電

気
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
が
実
情
で
あ
る
。

質
問 

地
熱
・
温
泉
熱
の
活
用
は
、

地
域
振
興
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

答
弁 

地
熱
発
電
所
の
整
備
を
は
じ

め
、
熱
水
の
産
業
利
用
や
観
光
誘
客

に
加
え
、
横
浜
市
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に

関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
産
業
分
野
や
地
域
間
交

流
な
ど
、
地
域
振
興
に
大
き
な
足
が

か
り
と
な
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

質
問 

緑
風
荘
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
市
場
調
査
の
結
果
と
今
後
の
機
能

再
編
を
含
め
た
対
応
策
に
つ
い
て
伺

う
。答

弁 

施
設
機
能
の
再
編
に
つ
い
て

は
、
緑
風
荘
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
集
会
機
能
や
窓
口
相
談
機

能
、
介
護
予
防
拠
点
と
し
て
の
機
能

は
廃
止
す
る
こ
と
と
し
、
現
在
利
用

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
保
養
・
休
養

機
能
に
つ
い
て
は
、
稲
川
地
域
に
お

い
て
唯
一
の
温
泉
施
設
で
あ
り
、
地

域
の
保
養
・
健
康
増
進
の
場
と
な
っ

　
　
　
地
熱
開
発
に
よ
る
経
済
効
果

と
地
域
共
生
は
、
ど
の
よ
う
に
図
ら

れ
る
の
か
伺
う
。

答
弁 
一
般
的
な
企
業
誘
致
と
同
様

に
、
建
屋
の
建
設
や
施
設
整
備
に
よ

る
地
元
企
業
へ
の
工
事
発
注
や
物
品

調
達
、
施
設
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
さ
ら
に
は
雇
用
や
市
税
収
入
の

増
加
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
り
波
及

効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

地
熱
発
電
所
が
立
地
す
る
地
域
住
民

や
温
泉
宿
泊
施
設
等
の
地
場
産
業
事

業
者
、
学
識
経
験
者
、
自
然
保
護
団

体
等
で
構
成
す
る
地
熱
資
源
活
用
協

議
会
を
組
織
し
、
情
報
共
有
と
理
解

促
進
を
図
り
な
が
ら
各
関
係
者
が
共

存
で
き
る
よ
う
慎
重
に
地
熱
開
発
を

推
進
し
て
い
る
。

質
問 

電
力
の
地
産
地
消
に
期
待
し

て
い
る
市
民
が
多
い
と
思
う
が
、
安

価
な
電
力
を
提
供
で
き
る
の
か
伺

う
。答

弁 

湯
沢
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
実
現
の
た
め
に
も
積
極
的

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
が
、
現
在
の
固
定
価
格
買

取
制
度
の
仕
組
み
上
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
源
で
発
電
さ
れ
た
電
気

に
つ
い
て
は
、
一
定
期
間
、
送
電
設

【５】 ゆざわ市議会だより　№73　令和５年５月１日


